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オプティカルスキャニングホログラフィ(OSH: Optical Scanning Holography)は構造化照明パタ

ーンとしてフレネルゾーンプレート(FZP: Fresnel Zone Plate)を用いるシングルピクセルホログラ

フィである[1]．これまで私たちは光学系が単純かつ機械的な走査機構が不要なモーションレス

OSH (MOSH) [2-4]を提案してきた．MOSH では液晶型空間光変調器の複屈折性を利用して計測

対象に FZPを照射するため，二光束干渉計が不要である．また，空間光変調器に表示する球面波

の位相分布を変更することで，物体面における FZP の面内位置および初期位相を変更すること

ができる．これまで MOSH を透過型蛍光顕微鏡へ応用し二次元物体の計測が可能であることを

示した [2]が，蛍光反射物体の三次元計測が可能であるかどうかは未検証であった．本発表では，

MOSH により三次元蛍光反射物体の計測をおこなった内容について述べる． 

 Fig. 1(a)に示す光学系により仮想的に三次元蛍光反射物体を実現し，原理検証実験をおこなっ

た．蛍光反射物体には USAFテストチャートのグループ 0の要素 3 およびグループ 1の要素 6を

蛍光プレートに重ねたものを用いた．また，両者の距離が 25mmとなるように物体の距離を調節

した．空間光変調器には焦点距離が−60mm であり，初期位相および面内位置が異なる 128×128

パターンのレンズの位相分布を表示した．実験結果を Fig. 1(b)に示す．実験結果より，各光軸位

置に対応する強度分布が得られており，MOSH により三次元蛍光反射物体の計測が可能である

ことが示された． 
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Fig. 1 (a) Optical setup and (b) reconstructed intensity distributions. 

第82回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2021 ハイブリッド開催（名城大学 天白キャンパス ＆ オンライン）)12a-N404-4 

© 2021年 応用物理学会 100000000-123 CS.2


